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活動銀河核（AGN）のX 線時間変動のパワースペクトル密度 (PSD)は、一般に、折れ曲がりを持つ 2 つのべき
関数で表される。折れ曲がりの位置 (時間周波数)と超巨大ブラックホールの質量には相関があることが知られて
いる。折れ曲がりの位置をAGNで特定するには、長いタイムスケール (数か月～数年）領域でPSDを推定する必
要がある。先行研究ではRXTE全天Ｘ線モニタのデータやポインティング衛星で計画的に取得した間欠データが
推定に用いられた。我々は新たに全天Ｘ線監視装置 (MAXI)を用いて、長いタイムスケール領域のPSDを推定し
た。2013年の秋季年会で、我々はMAXIで得た活動銀河核の光度曲線とピリオドグラムを示し、１型セイファー
ト銀河 26個中 21個と、2型セイファート銀河 12個中 12個が有意な時間変動を示すことを報告した。本ポスター
では、その後詳細に実施したピリオドグラムの誤差評価、モデルフィットによるPSD推定、先行研究との比較を報
告する。MAXIで作成したピリオドグラムのうち、少なくとも、４つの１型と４つの２型セイファートで、ポアッ
ソンレベルを有意に上回るレッドノイズ型成分を検出した。明るいNGC 4151、IC 4329A、Cen A、NGC 2110の
ピリオドグラムの 10−8から 2×10−7 Hzの領域 (2か月から 3年に相当)を、Unbroken single power-lawモデルで
フィットしPSDを推定した。NGC 2110を除く３天体で「時間周波数 vs. PSD×時間周波数」プロットの傾きが
ほぼゼロであるという先行研究と矛盾しない結果を得た (68% confidence region が傾きゼロを含む)。NGC 2110
はMAXIでモニタ中に大きくゆっくりとした時間変動を示した。その結果、PSDの低周波に超過が見られた。


